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合
併
し
て
５
年
目
の
節
目

 
合
併
し
て
５
年
目
の
節
目

　

平
成　

年　

月　

日
に
、
恵
那

１６

１０

２５

市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、

串
原
村
、
上
矢
作
町
の
６
市
町
村

が
合
併
し
、
新
恵
那
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。
合
併
時
に
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
合
併
し
た
ら
「
き
っ
と
良

く
な
る
」「
住
み
よ
い
ま
ち
に
な

る
」
と
大
い
に
期
待
し
、
夢
を
膨
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市
は　

月　

日
に
市
制
５
周
年
を
迎
え
、　

月
８
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典
を

１０

２５

１１

開
催
し
ま
し
た
。
出
席
し
た
市
民
ら
約
９
０
０
人
は
、
市
の
発
展
を
祝
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
市
内
８
中
学
校
と
恵
那
高
校
の
生
徒
２
１
３
人
が
、「
ふ
る
さ
と
」

と
「
大
地 
讃 さん 
頌 
」
の
合
唱
を
披
露
し
、
市
の
歩
み
と
し
て
、
誕
生
か
ら
５
年
間
の
歩
み
を
ま
と

し
ょ
う

め
た
ビ
デ
オ
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
式
典
で
は
、
市
勢
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
個
人

1
3
0
人
と
3
5
の
団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
功
労
者
の
表
彰
を
受
け

た
、
和
太
鼓
奏
者
の
加
藤
拓
三
さ
ん
の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
記
念
式
典
の
市
長
の

あ
い
さ
つ
、
市
の
５
年
間
の
歩
み
、
市
勢
功
労
者
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
秘
書
係
（
内
線
３
１
０
）

次
世
代
に
つ
な
げ
る「
ま
ち
」を

可
知
市
長
あ
い
さ
つら

ま
せ
、
願
い
を
こ
め
て
ス
タ
ー

ト
し
、
こ
と
し
で
５
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
新
市
の
誕
生
と
同
時

に
策
定
し
た
「
人
・
地
域
・
自
然

が
調
和
し
た
交
流
都
市
」
を
将
来

都
市
像
と
す
る
総
合
計
画
と
、
合

併
に
よ
り
大
き
く
膨
ら
ん
だ
行
財

政
の
適
正
化
の
た
め
の
行
財
政
改

革
大
綱
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
市
政

運
営
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
一
体
感
が
高
ま
る

 
市
民
の
一
体
感
が
高
ま
る

　

と
り
わ
け
、
上
下
水
道
料
金
、

ゴ
ミ
収
集
方
法
や
料
金
、
国
民
健

康
保
険
料
な
ど
、
合
併
協
議
会
か

ら
調
整
を
託
さ
れ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
市
民
負
担
の
格
差
を
是
正
。

料
金
な
ど
の
統
一
に
よ
り
、
公
平

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
市
民
の
「
わ
が
ま
ち
は
一

つ
」
と
い
う
一
体
感
の
大
き
な
高

ま
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

▼オープニングで「ふるさと」と「大地讃頌」を合唱する市内８中学校の代表生徒と県立恵那高等学校生徒の２１３人
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治
区
条
例
を
制
定
。「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
つ
く
ろ

う
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

各
地
域
協
議
会
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
や
、
河
川
・
道
路
の
清

掃
活
動
、
特
産
品
の
研
究
や
販

売
、
健
康
増
進
活
動
、
高
齢
者
を

は
じ
め
と
す
る
交
通
弱
者
に
対
す

る
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
各
地
域

で
の
実
践
的
な
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
度
の
実
績
で
は
、
１
７
０

の
事
業
に
、
延
べ
８
万
人
を
超
え

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は

大
き
な
喜
び
で
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
に
基
づ
く
事

業
で
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
観

光
振
興
や
企
業
誘
致
、
教
育
環
境

の
整
備
。
子
ど
も
を
生
み
育
て
や

す
い
環
境
整
備
、
安
全
安
心
の
た

め
の
医
療
や
福
祉
・
防
災
、
市
内

を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ぶ
情
報
網
の

整
備
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
新
市
誕
生
後
５
年

目
を
迎
え
、
新
し
い
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
盤
が
着
実
に
整
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の

と
感
謝
し
ま
す
。

地
域
協
議
会
に
よ
る
活
動

 
地
域
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さ
ら
に
市
で
は
、
い
ち
早
く
地

方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
る
地
域
自

め
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
表
彰
を
お
受
け
い
た
だ

く
１
６
５
人
の
皆
さ
ん
は
、
た
ゆ

ま
な
い
郷
土
愛
の
も
と
、
各
分
野

で
永
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々

で
す
。
そ
の
ご
功
績
に
対
し
、
市

民
と
と
も
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も
健
康
に

ご
留
意
さ
れ
引
き
続
き
市
勢
発
展

の
た
め
に
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

誇
り
の
持
て
る

 
誇
り
の
持
て
る
「「
まま
ちち
」」にに

　

市
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史

文
化
、
そ
し
て
何
よ
り
も
英
知
あ

ふ
れ
、
人
情
豊
か
な
市
民
と
い
う

素
晴
ら
し
い
財
産
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
自
然
の
中
、
心
の
触
れ
合
い

が
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
恵
那
市
。

そ
し
て
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
合
併

し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る「
ま
ち
」

が
、
必
ず
や
実
現
で
き
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
築
い
て
い
こ
う
と
す

る
こ
の
「
ま
ち
」
を
、
さ
ら
に
磨

き
上
げ
、
誇
り
の
持
て
る
「
ま
ち
」

と
し
て
次
世
代
を
担
う
恵
那
の
子

ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

市
発
展
の
た
め
に
、
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

築
い
た
基
盤
の
上
に
飛
躍

 
築
い
た
基
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の
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飛
躍

　

し
か
し
市
で
は
、
９
月
末
に
高

齢
化
率
が　
�
を
越
え
、
出
生
数

２８

も
低
下
傾
向
と
、
本
格
的
な
少
子

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
今
の
世
界
的
不
況
の
風

は
強
く
、
市
内
企
業
に
も
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
課
題
や
取
り
巻
く
環
境
に

的
確
に
対
処
し
、
乗
り
越
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
市
誕
生
を
願
い
「
き
っ
と
良

く
な
る
」「
住
み
よ
い
ま
ち
に
な

る
」
と
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い

へ
の
道
の
り
は
、
ま
だ
ま
だ
遠
い

も
の
。
し
か
し
、
こ
の
５
年
間
で

築
い
て
き
た
基
盤
の
上
に
立
ち
、

大
き
な
飛
躍
に
向
け
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
手
を
携
え
て
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
を

 
永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
を

　

市
制
５
周
年
の
式
典
を
挙
行
し

ま
し
た
の
も
、
多
く
の
先
人
が
市

民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
に
尽

く
さ
れ
、
市
の
今
日
の
礎
石
を
築

か
れ
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し

な
が
ら
、
市
の
未
来
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
て
、
市
民
等
し
く
思

い
を
新
た
に
す
る
機
会
と
す
る
た

▲あいさつをする可知市長

▼式典の最後を務めた和太鼓奏者の加藤拓三さん ▼功績に対して表彰を受けた方々

市制５５周年記念祝
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▼市女性消防隊が全国優勝 ▼上矢作風力発電所 ▼市中央図書館オープン ▼ケーブルテレビ開局

▲６市町村長が合併協定書に調印

２００４２００４
平成１６年

４
月　

日
２８

合
併
調
印
式

恵
那
市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串

原
村
、上
矢
作
町
の
１
市
４
町
１
村
の
合
併

に
よ
り
、
新
生
「
恵
那
市
」
誕
生

　

月　

日

１０

２５

５
年
間
の
歩
み

合
併
後

　

恵
那
市
と
恵
那
郡
南
部
の
６
つ
の
市
町
村
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
・
文
化
を
持
ち
寄
っ
て
、
新
し
い

恵
那
市
と
な
っ
て
５
年
。
大
き
く
な
っ
た
「
ま
ち
」

が
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
進
ん
で
、
築
き
上
げ
て
き

た
５
年
間
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

▲市役所前で行った新生「恵那市」の開庁式

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

初
代
市
長
に
可
知
義
明
氏
が
就
任

　

月　

日

１１

２８

第
１
回
市
議
会
の
開
催

　

月　

日

１２

１４

市
体
育
連
盟
と
各
体
育
協
会
が
統
合

　

月　

日

１２

２５

下
田
歌
子
生
誕
1
5
0
年
記
念
行
事
の
開
催

２
月　

日
１１

地
域
自
治
区
条
例
を
制
定

１
月　

日
２５

明
智
町
、
東
野
、
武
並
町
に
水
道
施
設
が
完

成
し
、1
8
0
世
帯
に
水
の
供
給
が
始
ま
る

３
月　

日
２５

市
自
治
連
合
会
が
発
足

５
月　

日
１７

２００５２００５
平成１７年

２００７２００７
平成１９年

２
月
１
日

市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー「
お
ひ
さ
ま
」
開
所

２
月　

日
２３

企
業
立
地
等
促
進
条
例
に
よ
り
、
調
印
第

1
号
・
ユ
ニ
オ
ン
機
工

４
月
６
日

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
開
局

４
月
８
日

統
廃
合
に
よ
り
恵
那
南
高
等
学
校
が
開
校

７
月
７
日

市
中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン

７
月　

日
１９

県
初
の
風
力
発
電
施
設
が
上
矢
作
町
に
誕
生

　

月　

日

１０

２５

市
女
性
消
防
隊
が
全
国
優
勝

２００８２００８
平成２０年

８
月　

日
２２

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
第
３
期
拡
張
が
決
定

１
月　

日
１８

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

３
月　

日
２０

名
誉
市
民
・
伊
藤
喜
美
氏
の
推
挙
式

5　2010.1.1

▲地域ブランド山岡細寒天 ▲「日本百名城」認定 ▲恵那スケート場オープン ▲第１回市議会の開催

新
火
葬
場
「
え
な
斎
苑
」
竣
工
式

　

月　

日

１０

１２

市
の
花
に
「
さ
さ
ゆ
り
」

市
の
木
に
「
ハ
ナ
ノ
キ
」
を
制
定

　

月　

日

１０

１５

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

が
オ
ー
プ
ン

　

月
３
日

１２

２００６２００６
平成１８年

中
野
方
ダ
ム
竣
工
式

３
月　

日
２７

市
総
合
計
画
・
行
財
政
改
革
大
綱
ス
タ
ー

ト
、�
恵
那
市
文
化
振
興
会
が
発
足
、
恵
南

商
工
会
が
ス
タ
ー
ト
、
恵
那
警
察
署
と
岩

村
警
察
署
が
統
合

４
月
１
日

岩
村
城
が
「
日
本
百
名
城
」
に
認
定

４
月
６
日

市
民
課
の
窓
口
を
午
後
６
時
ま
で
延
長

　

月
１
日

１０

５
月　

日
１８

国
重
要
文
化
財
・
武
並
神
社
本
殿
の
大
規
模

修
理
の
現
場
を
一
般
公
開

６
月　

日
２２

中
山
道
広
重
美
術
館
と
東
海
道
広
重
美
術

館
が
姉
妹
館
提
携

　

月
３
日

１１日
本
三
村
サ
ミ
ッ
ト
を
大
正
村
で
開
催

　

月
３
日

１２全
国
初
、
明
知
鉄
道
「
東
野
駅
」
で
高
齢
者

複
合
施
設
と
駅
舎
の
共
用

　

月　

日

１２

２５

明
知
鉄
道
「
極
楽
駅
」
開
業

２００９２００９
平成２１年

　

月
８
日

１２
　

月　

日

１２

２０

「
山
岡
細
寒
天
」
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

水
道
・
下
水
道
料
金
の
統
一

新
恵
那
市
誕
生
１
周
年
記
念
式
典

　

月
８
日

１０

３
月　

日
１４

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

４
月
１
日

岩
村
診
療
所
に
「
市
透
析
セ
ン
タ
ー
」
開
設

３
月
１
日

恵
那
南
高
等
学
校
岩
村
校
舎
で
最
後
の
卒

業
式
と
閉
校
舎
式

４
月　

日
２２

中
野
方
町
の
「
お
き
も
り
」
が
運
行
開
始

　

月　

日

１０

２３

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム　

恵
那
・
市
長
サ
ミ
ッ
ト

in

　

月
８
日

１１市
制
５
周
年
記
念
式
典

市
内
の
観
光
協
会
が
統
合

６
月
１
日

▼嚶鳴フォーラム初日に行われた市長サミット ▼明知鉄道「極楽駅」の開業▼地域移送サービス「おきもり」

市制５５周年記念祝
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地
方
自
治
功
績

 
地
方
自
治
功
績

【
多
年
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

安
藤
洋
子
（
大
井
町
）
後
藤
薫

　
（
三
郷
町
）
伊
藤
和
之
、　

村
典

男
（
山
岡
町
）

【
多
年
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
地

方
自
治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に

貢
献
】

　

砂
場
圭
一
（
大
井
町
）
太
田
喜

八
郎
（
岩
村
町
）

【
多
年
農
業
委
員
と
し
て
地
方
自

治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】

　

依
馬
和
昌
（
東
野
）
夏
目
廣
美

（
上
矢
作
町
）

【
多
年
行
政
相
談
員
と
し
て
地
方

自
治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

鶴
見
千
夜
子
（
岩
村
町
）
保
母

茂
和
（
明
智
町
）

【
多
年
財
産
区
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
進
展
と
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

松
岡
宏
容
、
丸
山
三
郎
、
小
林

茂
樹
、
中
切
國
夫
、
伊
佐
地
正
男
、

町
野
干
城
、
町
野
雄
一
（
長
島
町
）

石
原
甲
喜
、
安
田
亨
（
笠
置
町
）

浅
井
正
已
（
山
岡
町
）

【
多
年
財
産
区
議
員
及
び
民
生
委

員
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
と
市

勢
の
発
展
に
貢
献
】

　

市
岡
已
代
治
（
長
島
町
）

教
育
･
文
化
･
体
育
功
績

 
教
育
･
文
化
･
体
育
功
績

【
多
年
郷
土
の
歴
史
資
料
の
調
査
、

解
読
、
保
存
に
貢
献
】

　

熊
谷
博
幸
（
明
智
町
）

【
多
年
郷
土
の
伝
統
芸
能
の
保
存

と
伝
承
に
貢
献
】

　

中
山
太
鼓
保
存
会
（
串
原
）

【
多
年
読
書
活
動
を
推
進
し
学
校

教
育
の
向
上
に
貢
献
】

　

恵
那
市
立
武
並
小
学
校

【
多
年
体
育
連
盟
役
員
と
し
て
市

民
体
育
の
振
興
に
貢
献
】

　

田
口
拓
雄
（
大
井
町
）

社
会
福
祉
功
績

 
社
会
福
祉
功
績

【
多
年
社
会
福
祉
団
体
の
役
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
】

　

市
川
孝
太
郎
（
笠
置
町
）
後
藤

俊
彦
（
岩
村
町
）  
我
市
枝
（
長
島

町
）

【
多
年
民
生
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
の
増
進
に
貢
献
】

　

山
村
文
子
（
大
井
町
）
伊
藤
和

男
、
湯
原
清
（
長
島
町
）
渡　

泰

江
（
東
野
）
柘
植
芳
樹
（
飯
地
町
）

大
窪
玄
栄
（
岩
村
町
）
円
山
日
出

代
（
明
智
町
）

【
多
年
保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉

の
増
進
と
民
生
の
安
定
に
貢
献
】

　

西
山
さ
か
江
、
長
谷
川
佳
子

（
長
島
町
）
坂
英
承
（
武
並
町
）
川

上
又
美
（
上
矢
作
町
）

【
多
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
増
進
と
民
生
の
安
定
に

貢
献
】

　

松
村
和
枝
（
大
井
町
）
古
田
信

之
（
笠
置
町
）
小
川
万
明
（
岩
村

町
）
熊
谷　

、
松
岡
昭
雄
（
上
矢

作
町
）

▲市長から表彰を受け取った各部門の代表者の皆さん

　

記
念
式
典
で
の
表
彰
は
、
市
勢
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
個
人
、

団
体
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
、
地
方
自
治
功
績
、
教
育
・
文
化
・

体
育
功
績
、
社
会
福
祉
功
績
、
産
業
功
績
、
保
健
衛
生
功
績
、
公
共

寄
附
功
績
、
市
勢
振
興
功
績
の
７
つ
の
部
門
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

１
６
５
の
個
人
と
団
体
を
表
彰

功
績
に
感
謝

7　2010.1.1

【
多
年
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
】

　

加
藤
陸
己
（
大
井
町
）
勝
晴
司
、

中
田
満
里
子
、
成
瀬
と
も
子
（
長

島
町
）
永
野
昌
枝
（
東
野
）
渡
邉

幹
夫
（
中
津
川
市
）

【
多
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
社
会
福
祉
に
貢
献
】

　

健
康
体
操
と
音
楽
療
法
の
会

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」、
地
域
福
祉

を
考
え
る
会
「
ふ
れ
あ
い
え
な
」

（
大
井
町
）上
矢
作
町
食
生
活
改
善

協
議
会
（
上
矢
作
町
）
恵
那
市
食

生
活
改
善
連
絡
協
議
会（
長
島
町
）

ま
め
に
暮
ら
そ
ま
い
会
（
中
野
方

町
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ん

さ
く
（
飯
地
町
）

産
業
功
績

 
産
業
功
績

【
多
年
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
し
て
観
光
振
興
に
貢
献
】

　

中
山
道
か
た
り
べ
の
会
（
長
島

町
）

【
多
年
工
場
の
緑
化
を
推
進
し
地

域
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
貢

献
】

　

明
光
化
成
工
業
株
式
会
社
明
智

工
場
（
明
智
町
）

【
多
年
商
工
会
議
所
役
員
と
し
て

産
業
の
振
興
と
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

奥
山
完
治
、
田
治
見
久
生
子
、

田
中
義
人
、
渡
邉
大
作
（
大
井
町
）

鎌
田
満
、
青
山
貫
禅
、
金
子
一
弘

（
長
島
町
）河
野
洋
之（
多
治
見
市
）

水
野
達
也
（
中
津
川
市
）
故
纐
纈

郁
郎
（
長
島
町
）

【
多
年
商
工
会
役
員
と
し
て
産
業

の
振
興
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】

　
　

井
一
朗
、
西
久
保
成
樹
、
藤

井
志
朗
（
岩
村
町
）
岩
間
一
郎
、

堀
尾
彰
一
、
水
野
忠
善
（
山
岡
町
）

横
田
晴
彦
（
明
智
町
）
堀
重
雄
、

三
宅
直
悦
、
三
宅
通
昭
（
串
原
）

小
木
曽
良
行
、
堀
井
敏
夫
（
上
矢

作
町
）

【
多
年
生
産
森
林
組
合
役
員
と
し

て
林
業
の
振
興
に
貢
献
】

　

大
木
兼
利
、
田
口
敏
道
、
田
本

國
雄
、
西
尾
康
久
、
田
中
一
正
、

牧
野　
　

、
牧
野　

、
水
野
泰
昭
、

山
本
守
（
長
島
町
）
度
會
美
道

（
三
郷
町
）　

田　

衞
、
安
田
利

昭
、
柳
河
�
登
（
武
並
町
）
柘
植

毅
（
中
野
方
町
）
丸
山
久
雄
（
上

矢
作
町
）

保
健
衛
生
功
績

 
保
健
衛
生
功
績

【
多
年
学
校
歯
科
医
と
し
て
保
健

衛
生
の
向
上
に
貢
献
】

　

木
村
謙
三
（
大
井
町
）
倉
地
正
、

佐
々
木
晶
浩
（
岩
村
町
）

【
多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
保
健

衛
生
の
向
上
に
貢
献
】

向
上
と
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】

　

柘
植
森
衞
、
牧
野
倫
太
郎
、
三

宅
洋
志
（
長
島
町
）
伊
藤
宮
夫
、

遠
藤
龍
美
、
千
藤　

三
、
千
藤
重

明
、
與
合
和
武
（
東
野
）
鵜
飼
伸

昌
、
熊
�
睦
（
三
郷
町
）
伊
藤
英

貴
（
武
並
町
）
林
雄
彦
（
笠
置
町
）

佐
藤
宜
之
、
楠
捷
之
、
柘
植
渥
美
、

柘
植
靜
一
、
平
井
政
喜
（
飯
地
町
）

【「
東
京
国
際
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト

大
太
鼓
部
門
」
最
優
秀
賞
受
賞
】

　

加
藤
拓
三
（
大
井
町
）

【
洋
ラ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種「
カ
サ

ギ
エ
ナ
」
を
開
発
し
世
界
に
恵
那

市
を
発
信
】

　

岐
阜
県
立
恵
那
農
業
高
等
学
校

（
大
井
町
）

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
１
１
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー

ド
ル
第
３
位
入
賞
】

　

和
戸
達
哉
（
大
井
町
）

【「
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」
優

勝
】

　

恵
那
市
消
防
団
女
性
消
防
隊

【「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
関

係
功
労
者
」内
閣
総
理
大
臣
表
彰
】

　

大
井
町
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
（
大
井
町
）

【
中
山
道
広
重
美
術
館
の
運
営
全

般
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
貢
献
】

　

中
山
道
広
重
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
幽
遊
会
（
大
井
町
）

　

奥
村
昌
彦
（
長
島
町
）

【
多
年
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
役
員
と
し
て
市
勢
の
発
展
に
貢

献
】

　

土
屋
藤
夫
（
大
井
町
）

【
多
年
環
境
対
策
及
び
地
域
の
下

水
道
事
業
対
策
委
員
会
役
員
と
し

て
市
勢
の
発
展
に
貢
献
】

　

小
板
清
治
（
大
井
町
）

【
多
年
歯
科
衛
生
教
育
を
推
進
し

保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
】

　

恵
那
市
立
上
矢
作
小
学
校

公
共
寄
附
功
績

 
公
共
寄
附
功
績

【
公
共
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄

附
】

　

丹
�
重
�
（
大
井
町
）
松
葉
容

子
、
丸
山
清
公
（
長
島
町
）
宮
地

正
男
（
武
並
町
）
近
藤
幸
子
（
中

野
方
町
）
加
藤
利
徳
、
桜
井
伸
美

（
山
岡
町
）
鈴
木
幸
子
（
東
京
都
稲

城
市
）
中
島
利
良
（
名
古
屋
市
）

根
岸
淑
子
（
岡
崎
市
）
三
宅
芳
朗

（
中
津
川
市
）
株
式
会
社
鹿
野
、
株

式
会
社
バ
ロ
ー
（
大
井
町
）
恵
那

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
長
島
町
）

岩
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
岩
村

町
）山
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
山

岡
町
）
恵
那
社
会
福
祉
事
業
協
力

会
、
長
島
小
学
校
林
管
理
委
員

会
、
株
式
会
社
東
海
技
研
（
長
島

町
）
株
式
会
社
マ
ル
五
鐵
構
（
東

野
）
財
団
法
人
岩
村
町
育
英
財
団

（
岩
村
町
）
株
式
会
社
十
六
銀
行

（
岐
阜
市
）財
団
法
人
伊
藤
青
少
年

育
成
奨
学
会
（
多
治
見
市
）

市
勢
振
興
功
績

 
市
勢
振
興
功
績

【
多
年
交
通
安
全
思
想
の
普
及
と

交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
】

　

杉
本
宗
穂
（
岩
村
町
）

【
多
年
消
防
団
幹
部
と
し
て
災
害

防
護
活
動
に
貢
献
】

　

大
島
章
（
串
原
）
纐
纈
則
幸
、　

林
繁
伸
（
飯
地
町
）
鈴
木
孝
司

（
岩
村
町
）
堀
高
彦
（
串
原
）

【
人
命
救
助
】

　

深
尾
憲
一
（
長
島
町
）

【
多
年
環
境
美
化
に
尽
く
さ
れ
環

境
美
化
意
識
の
高
揚
に
貢
献
】

　

丸
山
朝
夫
（
長
島
町
）
篠
原　

（
大
井
町
）
株
式
会
社
ア
パ
ッ
ク

ス
、
リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
株
式

会
社
恵
那
事
業
所
（
長
島
町
）
天

理
教
恵
那
支
部
（
東
野
）
野
井
の

川
を
美
し
く
す
る
会
、
三
郷
建
設

株
式
会
社
（
三
郷
町
）
恵
那
市
恵

南
商
工
会
女
性
部
上
矢
作
支
部

（
上
矢
作
町
）岐
阜
県
立
恵
那
高
等

学
校
Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ（
大
井
町
）

岐
阜
県
立
恵
那
南
高
等
学
校
Ｍ
Ｓ

リ
ー
ダ
ー
ズ
（
明
智
町
）

【
多
年
住
民
自
治
組
織
の
役
員
と

し
て
地
域
住
民
の
文
化
と
福
祉
の
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